


















































































を洛陽社から出版、医学研究者としての著作活動がスタートした。そうした旺盛な研究活動は 「 博士以上の天才」との評価を得、医学者としての彼 将来は前途洋々たるものに思われ　
しかしこの年の十二月突然の悲劇が彼を襲う。 “肺炎”













































探偵小説『紅色ダイヤ』など発表、広い層 ファンを得ることとなった。代表作品には 『恋愛曲線』 『疑問の黒枠』 『印象』などがある。　
昭和二（一九二七）年には『竜門党異聞』が帝国劇場で
上演され、 十一月には不木の提唱 より合作組合「耽綺社」を江戸川乱歩、長谷川伸、土師清二、国枝史郎ら新進作家と結成するなど 新たな取組も行なっている。　
昭和初年頃、弟子の岡戸武平に「遊び半分の句会 やろ
うじゃないか、仲間を集めてくれ」とのこ から始まった
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